
那覇植物防疫事務所における農林水産省就業体験実習生の募集、決定等について 

                                                                                                                       

平成１９年 ３月 ８日 

                                          一部改正 平成２１年１２月 ３日 

                                          一部改正 平成３０年 ４月２４日 

                                   一部改正 令和 ２年 ７月２１日 

那 覇 植 物 防 疫 事 務 所  

 

農林水産省就業体験実習実施要領（平成１５年１月３１日付け大臣官房秘書課長通知

（以下「実施要領」という。））第１３の（１）に定める那覇植物防疫事務所の実施分

に係る実習生の募集・決定の具体的手続及び実習の実施に関する留意すべき事項は、次

によることとする。  

 

（実習生の募集） 

第１ 実習生の募集は、次により行う。 

（１）那覇植物防疫事務所長は、実習生の受入れについて、受入れ可能な部署名、期間、 

人数、実施業務等につき別紙様式１にとりまとめ、消費・安全局を経由して大臣官

房秘書課長へ報告するとともに、大学等及び学生に対して、インターネット等を通

じて、実習の実施を通知する。 

（２）大学等の就職担当部局等は、実習に参加させるものとして推薦する学生を別紙様

式２にとりまとめ、被推薦者毎に個人調書を添付して、那覇植物防疫事務所長に提

出する。ただし、海外に所在する大学等の学生が実習を希望する場合に限り、学生

が直接、別紙様式２－１を那覇植物防疫事務所長に提出する。 

  

（実習生の決定等） 

第２ 実習生の決定は、次により行う。 

（１）那覇植物防疫事務所長は、受入れ可能人数、学生の希望等を勘案し、受入れの可

否を決定する。この際、実習を実施する部署の長による面接を行うことができる。 

（２）那覇植物防疫事務所長は、別紙様式３により速やかに大学等へ、受入れ可能な学

生の氏名及び実習を実施する部署等（以下、「受入部署等」という。）を通知する。

当該学生への結果の通知は、各大学等において行うこととする。ただし、実習生が

海外に所在する大学等の学生である場合に限り、那覇植物防疫事務所長は別紙様式

３－１により当該学生に直接結果を通知するものとする。 

（３）実施要領第６の（５）に規定する覚書の締結は、各大学の総括責任者と那覇植物

防疫事務所長との間で、別紙様式４により行うこととする。ただし、実習生が海外

に所在する大学等の学生である場合に限り、当該学生と那覇植物防疫事務所長との

間で、別紙様式４－１により行うこととする。 

（４）実習生は、実施要領第６の（６）に規定する誓約については、別紙様式５による

誓約書に署名、押印し、那覇植物防疫事務所長に提出することとする。 

 

（実習の実施に係る留意すべき事項） 

第３ 実習の実施方法等は、次のとおりとする。 

（１）那覇植物防疫事務所長は、実習を実施する部署の長に、その所属職員（原則とし



て次席植物検疫官クラス）のうちから指導員を指名させる。 

（２）指導員は、別紙様式６により実施要領第７の（３）に規定する実習計画書を実習

開始前日までに那覇植物防疫事務所長まで提出するものとする。 

（３）実習生は、実習期間終了後２週間以内に、実習内容に関する報告書（１，０００

字程度）を作成し、指導員を経由して那覇植物防疫事務所長に提出することとする。 

（４）指導員は、実習終了後、速やかに実習の結果について別紙様式７により那覇植物

防疫事務所長に報告することとする。 

（５）那覇植物防疫事務所長は、実習終了後、実習の結果について別紙様式８にとりま

とめ消費・安全局を経由して大臣官房秘書課長に報告するものとする。 

（６）（５）に定める取りまとめの報告を受けた那覇植物防疫事務所長は、各大学等に

対して実習の結果を報告するものとする。実習生への連絡は、各大学等において行

う。 

（７）実習に必要な机、椅子、パソコン等の事務用品は那覇植物防疫事務所において準

備し、実習生に供与する。 

 

（実習の期間の延長の取扱） 

第４ 実施要領第４の（２）に基づく実習の期間の延長については、次のとおりとする。 

（１）実習生から実習の期間の延長の申出があり、受入部署等として延長して受け入れ

ることができると判断したときは、速やかに那覇植物防疫事務所長に連絡する。 

（２）（１）により、実習の期間の延長の申出について連絡を受けた那覇植物防疫事務

所長は、速やかに実習の期間の延長の申出を行った実習生が所属する大学等に連絡

し、当該期間の延長についての可否の判断について伺いを立てるとともに、受入延

長を行う期間が、実習生が加入する保険（実施要領第１１に定める保険をいう。）

の保険期間内であることを確認する。ただし、実習生が海外に所在する大学等の学

生である場合に限り、那覇植物防疫事務所長において確認する。 

（３）那覇植物防疫事務所長は、（２）において行った実習の期間の延長の可否の判断

等を総合的に勘案し、当該延長の可否について決定するものとする。 

（４）那覇植物防疫事務所長は、（３）の結果について、速やかに当該実習生の所属す

る大学等に連絡するものとする。 

（５）（３）において、実習の期間の延長について「可」と判断したときは、那覇植物

防疫事務所長は、パソコンの貸出期間の延長等必要な手続きを取ることとする。 



（別紙様式１） 
 
 
 
 農林水産省那覇植物防疫事務所就業体験実習受入先一覧 
 

 
実習実施機関(所名) 

 
    受入部署 

 
      受入期間 

 
人数 

 
      実習内容 

 
         受入条件等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                           
 

 



（ 別 紙 様 式 ２ ）  
 

農 林 水 産 省 那 覇 植 物 防 疫 事 務 所 就 業 体 験 実 習 推 薦 申 込 書  
 
 
                                         大 学 ・ 学 部 名 等 
                                         総 括 責 任 者 職 名 
                          氏 名                         印  
                                         連 絡 担 当 者 職 名 
                          氏 名                           印  
                                         電 話 番 号 
                                         Ｆ Ａ Ｘ 番 号 
                                                 メ ー ル ア ド レ ス 
 

 
学 生 氏 名  

 
年 齢 ・  
性 別  

 
学  年 ・  
専 攻 学 科 等  

 
住     所  

（ 市 区 町 村 名 ） 

大 学 で の 農 林 水 産

省 就 業 体 験 実 習 の

取 扱 い に つ い て  
（ 単 位 化 予 定 等 ）  

 
    備   考  
 （ 要 望 等 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ 別 紙 様 式 ２ － １ ）  
 

農 林 水 産 省 那 覇 植 物 防 疫 事 務 所 就 業 体 験 実 習 申 込 書  
 
 
                                         大 学 ・ 学 部 名 等 

                                         学 生 氏 名                         印  
                                         電 話 番 号 
                                         Ｆ Ａ Ｘ 番 号 
                                                 メ ー ル ア ド レ ス 
 

 
 
学 生 氏 名  

 

年 齢 ・  
性 別  

 

学  年 ・  
専 攻 学 科 等  

 

住     所  
（ 市 区 町 村 名 ） 

大 学 で の 農 林 水 産

省 就 業 体 験 実 習 の

取 扱 い に つ い て  
（ 単 位 化 予 定 等 ）  

 

    備   考  
 （ 要 望 等 ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙様式３） 

 

                                                                      文書番号 

                                                                      日  付 

 

 大学総括責任者 あて 

 

 

                       農林水産省那覇植物防疫事務所長 

 

 

   農林水産省那覇植物防疫事務所就業体験実習受入れの決定等について 

 

 貴職から推薦のあった、農林水産省那覇植物防疫事務所就業体験実習の受入れについて

は、選考の結果、別記農林水産省那覇植物防疫事務所就業体験実習生名簿の者を受入れる

こととしましたので、お知らせします。 

 つきましては、別添のとおり覚書を締結致しますので、覚書に記名・捺印の上、２通を

提出してください。 

 

 また、同送の誓約書に記名・捺印の上、１通を提出してください。 

 

 

   （備考） 

   １．提出期限 

     令和  年  月  日（ ）（必着） 

     ※送付に当たっては、書留扱いでお願いします。 

 

   ２．送付先 

    〒 900-0001  沖縄県那覇市港町２―１１－１ 

          那覇港湾合同庁舎内 

           農林水産省 那覇植物防疫事務所 庶務課 あて 

 

 



（別紙様式３－１） 

 

                                                                      文書番号 

                                                                      日  付 

 

 大学学生 あて 

 

 

                       農林水産省那覇植物防疫事務所長 

 

 

   農林水産省那覇植物防疫事務所就業体験実習受入れの決定等について 

 

 貴殿から申込のあった、農林水産省那覇植物防疫事務所就業体験実習の受入れについて

は、選考の結果、別記農林水産省那覇植物防疫事務所就業体験実習生名簿のとおり受入れ

ることとしましたので、お知らせします。 

 つきましては、別添のとおり覚書を締結致しますので、覚書に記名・捺印の上、２通を

提出してください。 

 

 また、同送の誓約書に記名・捺印の上、１通を提出してください。 

 

 

   （備考） 

   １．提出期限 

     令和  年  月  日（ ）（必着） 

     ※送付に当たっては、書留扱いでお願いします。 

 

   ２．送付先 

    〒 900-0001  沖縄県那覇市港町２－１１－１ 

          那覇港湾合同庁舎内 

           農林水産省 那覇植物防疫事務所 庶務課 あて 

 

 



（別紙様式４） 
 

農林水産省那覇植物防疫事務所就業体験実習に関する覚書 
 
 
 農林水産省那覇植物防疫事務所と、○○○大学（以下「大学」という｡）は、別記｢農林水産省那覇植物防疫
事務所就業体験実習生名簿」に記載されている大学の所属学生（以下「学生」という｡）が那覇植物防疫事務
所において就業体験実習（以下「実習」という｡）を行うことについて、下記のとおり覚書を締結する。 
 

記 
 
第１ 実習実施に係る基本的役割等 

  那覇植物防疫事務所は、別記のとおり学生を就業体験実習生として受け入れ、学生に対し必要な指導
・助言を行う。大学は学生に対し、「農林水産省就業体験実習実施要領（平成１５年１月３１日農林水
産大臣官房秘書課長通知）」、「那覇植物防疫事務所における農林水産省就業体験実習生の募集、決定
等について（平成１９年３月８日那覇植物防疫事務所長）」及び本覚書に定める事項を周知するととも
に、円滑な実習を進めるため必要な指導及び監督を行う。 

 
第２ 実習時間、手当等の支給及び事故への対応等 
 (１) 実習時間は、午前９時から午後５時まで（以下「定時」という。）とする。このうち午後０時から午

後１時までを休憩時間とする。なお、定時以外にも若干の実習を行うことがある 
 (２) 横浜植物防疫所は、実習中、学生に対し、通勤費（自宅及び滞在先より）、手当（日当）、食費及び

旅費（滞在先までの往復旅費）を支給しない。 
 (３) 大学は、学生に「学生教育研究災害傷害保険」及び「インターンシップ等賠償責任保険」等の保険に

加入させ、実習中における関係他者（那覇植物防疫事務所、人物、財物等）に対する損害、損傷等によ
り被る法律上の損害賠償を補償する。 

 
第３ 実習中における遵守事項等 
 (１) 学生は、実習に関して指導員の指示に従い、実習期間中は実習に専念し、公務の信用を傷つけ、又は

公務員全体の不名誉となるような行為を行ってはならない。 
 (２) 実習の欠務は、正当な事由による場合以外は認めない。やむを得ず欠務する場合は、事前に指導員に

申し出て、その指示に従うこととする。正当な事由による場合であっても２日以上欠務した場合、横浜
植物防疫所は、実習を打ち切ることができることとする。 

 (３) 学生は、那覇植物防疫事務所における実習活動中に知り得た情報（公開されているものを除く。）の
開示については、指導員の指示に従わなければならない。実習終了後においても、同様とする。 

 (４) 学生は、実習期間終了後２週間以内に、実習内容に関する報告書（１，０００字程度）を作成し、指
導員を経由して那覇植物防疫事務所長に提出しなければならない。 

 (５) 学生は、実習の成果を論文等により外部へ発表する場合には、事前に那覇植物防疫事務所長の承認を
受けなければならない。 

 (６) 那覇植物防疫事務所は、学生がこの覚書に従わない場合、その他実習を継続しがたい事由が生じた場
合は実習を打ち切ることができる。那覇植物防疫事務所は、実習を打ち切った場合は、速やかに大学に
その旨を通知する。   

 
第４ 誓約書の提出 
   学生は、実習に先立ち、那覇植物防疫事務所に対して誓約書を提出する。 
 
第５  協議 
   本覚書に定めがない事項又は本覚書に疑義が生じた事項については、那覇植物防疫事務所と大学が協議

の上決定するものとする。 
 
    本覚書の締結を証するため、本書２通を作成し、那覇植物防疫事務所及び大学が記名捺印の上それぞれ

１通を保管するものとする。 
 
  令和    年   月   日  
  （日付は、空欄。当方において本覚書を受領した日付を記入し、貴職へ返送致します。） 

 

                                     農林水産省那覇植物防疫事務所長  ○○○○ 
 

 

   印 

     
     
     

 

 

                                        ○○○大学 総括責任者         ○○○○ 

 
  印 

     
    
     



別 記 
 

農林水産省那覇植物防疫事務所就業体験実習生名簿 

実習実施機関 受入部署 受入開始日 受入終了日 学  部 氏  名 

      

      

      

      

 



（別紙様式４－１） 
 

農林水産省那覇植物防疫事務所就業体験実習に関する覚書 
 
 
 農林水産省那覇植物防疫事務所と、○○○（以下「学生」という｡）は、那覇植物防疫事務所において就業
体験実習（以下「実習」という｡）を行うことについて、下記のとおり覚書を締結する。 
 

記 
 
第１ 実習実施に係る基本的役割等 

  那覇植物防疫事務所は、別記｢農林水産省那覇植物防疫事務所就業体験実習生名簿」のとおり学生を就
業体験実習生として受け入れ、学生に対し必要な指導・助言を行う。那覇植物防疫事務所は、学生に対
し、「農林水産省就業体験実習実施要領（平成１５年１月３１日農林水産大臣官房秘書課長通知）」、
「那覇植物防疫事務所における農林水産省就業体験実習生の募集、決定等について（平成１９年３月８
日那覇植物防疫事務所長）」及び本覚書に定める事項を周知するとともに、円滑な実習を進めるため必
要な指導及び監督を行う。 

 
第２ 実習時間、手当等の支給及び事故への対応等 
 (１) 実習時間は、午前９時から午後５時まで（以下「定時」という。）とする。このうち午後０時から午

後１時までを休憩時間とする。なお、定時以外にも若干の実習を行うことがある 
 (２) 那覇植物防疫事務所は、実習中、学生に対し、通勤費（自宅及び滞在先より）、手当（日当）、食費

及び旅費（滞在先までの往復旅費）を支給しない。 
 (３) 学生が実習中において関係他者（那覇植物防疫事務所、人物、財物等）に損傷を与えた場合は、学生

がその責めを負う。ただし、そのような場合に備え、学生は、「学生教育研究災害傷害保険」及び「イ
ンターンシップ等賠償責任保険」等の保険の利用などに関する必要な手続きを行うことができる。 

 
第３ 実習中における遵守事項等 
 (１) 学生は、実習に関して指導員の指示に従い、実習期間中は実習に専念し、公務の信用を傷つけ、又は

公務員全体の不名誉となるような行為を行ってはならない。 
 (２) 実習の欠務は、正当な事由による場合以外は認めない。やむを得ず欠務する場合は、事前に指導員に

申し出て、その指示に従うこととする。正当な事由による場合であっても２日以上欠務した場合、横浜
植物防疫所は、実習を打ち切ることができることとする。 

 (３) 学生は、那覇植物防疫事務所における実習活動中に知り得た情報（公開されているものを除く。）の
開示については、指導員の指示に従わなければならない。実習終了後においても、同様とする。 

 (４) 学生は、実習期間終了後２週間以内に、実習内容に関する報告書（１，０００字程度）を作成し、指
導員を経由して那覇植物防疫事務所長に提出しなければならない。 

 (５) 学生は、実習の成果を論文等により外部へ発表する場合には、事前に那覇植物防疫事務所長の承認を
受けなければならない。 

 (６) 那覇植物防疫事務所は、学生がこの覚書に従わない場合、その他実習を継続しがたい事由が生じた場
合は実習を打ち切ることができる。  

 
第４ 誓約書の提出 
   学生は、実習に先立ち、那覇植物防疫事務所に対して誓約書を提出する。 
 
第５  協議 
   本覚書に定めがない事項又は本覚書に疑義が生じた事項については、那覇植物防疫事務所と学生が協議

の上決定するものとする。 
 
    本覚書の締結を証するため、本書２通を作成し、那覇植物防疫事務所及び学生が記名捺印の上それぞれ

１通を保管するものとする。 
 
  令和    年   月   日  
  （日付は、空欄。当方において本覚書を受領した日付を記入し、貴殿へ返送致します。） 

 

                                      農林水産省那覇植物防疫事務所長  ○○○○ 
 

 

  印 

     
     
     

 

 

                                         ○○○大学 ・・・・・        ○○○○    印 

  



 
別 記 
 

農林水産省那覇植物防疫事務所就業体験実習生名簿 

実習実施機関 受入部署 受入開始日 受入終了日 学  部 氏  名 

      

      

      

      

 



（別紙様式５） 

 

誓  約  書 

 

 

農林水産省那覇植物防疫事務所長  殿 

 

 

  農林水産省那覇植物防疫事務所において就業体験実習を受けるに当たり、農林水産

省就業体験実習実施要領（平成１５年１月３１日大臣官房秘書課長通知）を理解し、

実習生として下記のとおり遵守することを誓約します。 

 

記 

 

 １．実習期間中は専ら所定の実習に従事し、実習目的の達成に努めること。 

 

 ２．実習期間中は那覇植物防疫事務所職員が遵守すべき法令及び規則を守るととも

に、実習生としての活動について指導員の指導、監督等に従うこと。 

 

 ３．実習期間中は、特定の政治政党、宗教、企業、団体の利益のための行為を行わ

ないこと。 

 

 ４．那覇植物防疫事務所における実習活動中に知り得た情報（公開されているもの

を除く。）の開示については、指導員の指示に従うこと。実習終了後においても

、同様とすること。 

 

 ５．実習終了後２週間以内に、実習内容に関する報告書（１，０００字程度）を作

成し、指導員を経由して那覇植物防疫事務所長に提出すること。 

 

 ６．実習の成果を論文等により外部へ発表する場合には、事前に那覇植物防疫事務

所長の承認を受けること。 

 

 ７．病気等のため予定されていた実習を受けられない場合は、あらかじめ、指導員

にその旨を連絡すること。やむを得ない場合は、事後速やかに指導員にその旨を

連絡すること。 

 

 

   令和  年  月  日 

 

              大 学 名     学 生 氏 名       ㊞ 

 

 



（別紙様式６） 
 

実  習  計  画  書 

 
 

実 習 生 

受 入 部 署 名  

所 属 大 学 名  

氏    名  

実 習 指 導 員 
職    名  

氏    名  

実 習 計 画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   月  日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（別紙様式７） 
 

農林水産省那覇植物防疫事務所就業体験実習受入結果報告 

受 入 部 署 名  

指 導 員 名  

実 習 生 名  

大 学 学 部 名         大学         学部    年 

期 間     月   日  ～     月   日 

出 席 状 況  出席     日  ・  欠席     日 
  遅刻     日  ・    早退     日 

評   価   項   目 評 価 特 記 事 項 

 

 
 
 
実 習 生 の 
実 習 態 度 

 

 

規律正しい態度であり、実習中支障が 
なかった 

Ａ・Ｂ 
Ｃ・Ｄ 

 

業務内容の的確な理解ができていた Ａ・Ｂ 
Ｃ・Ｄ 

 

業務内容に適応した行動であった Ａ・Ｂ 
Ｃ・Ｄ 

 

目的意識をもって意欲的に取り組む姿
勢が見られた 

Ａ・Ｂ 
Ｃ・Ｄ 

 

 今後の改善点 

 

 

 

 その他（感想・良かった点等自由にご記入下さい。） 

 

 

 

評価：Ａ（優れている） Ｂ（やや優れている） Ｃ（普通） Ｄ（劣っている）の４段階 



（別紙様式８） 
 
 

 農林水産省那覇植物防疫事務所就業体験実習受入結果一覧 

実習実施機関（所名） 受 入 部 署 受 入 期 間 人数 実 習 内 容 実習生の所属大学 

       

       

       

       

       

       

       

       

       

       

（注）各指導員の報告書（様式７）を添付すること。 
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